
改革先導拠点における高等学校教育改革推進事業に係る運営支援業務 

評価基準表 

1 評価の基本的な考え方 

・評価は、企画提案書、実施体制表、業務従事予定者経歴書、経費見積書・積算内訳書および

プレゼンテーション審査に基づき行う 

・経費については、上限額の範囲内で、業務内容との対応関係および配分の効果性の観点から

評価する 

・評価点の合計が満点（100点）の６割に満たない場合は、受託候補者として選定しない 

2 評価項目及び配点 

No. 評価項目 評価の視点 配点 

1 業務理解・基本方針 
本事業の目的及び各拠点校の特性を踏まえた基

本方針となっているか 10 

2 
教育課程改革・カリキュラム

開発支援 

支援の手法に具体性、独自性および実効性があ

るか 25 

3 
事業推進・PMO・コーディネー

ター運営 

事業全体の進捗管理・課題管理およびコーディ

ネーター運営の方法が実効的か 15 

4 
産学官連携・コンソーシアム

構築運営 

コンソーシアムの構築・運営の進め方が具体的

か 15 

5 成果のモデル化・横展開 
成果のモデル化および県内横展開の考え方が具

体的か 10 

6 実施体制・業務従事者 
実施体制が妥当であり、業務従事予定者が必要

な経験・実績を有するか 15 

7 経費の効果的活用 
経費の積算が妥当であり、業務内容に対応して

効果的に配分されているか 10 

 合  計  100 

3 評価方法 

・各評項目について、選定委員ごとに次の５段階の整数で採点する 

評点 判断基準 

5 要件を大きく上回る具体性・実現性がある 

4 要件を十分に満たし、実現性がある 

3 要件を概ね満たすが、やや不明瞭な点がある 

2 課題が多く、実現性に懸念がある 

1 要件をみたしていない 



・評点に、配点に応じた次の係数を乗じて各項目の得点を算出する 

配点 係数 

25点の項目 5 

15点の項目 3 

10点の項目 2 

 

・選定委員全員の評価点を合計し、平均した点数をもって当該提案の評点とする 

・評価点度が同点の場合は、評価項目 No.2「教育課程改革・カリキュラム開発支援」の得点

が高い者を上位とする 

4 失格事項 

募集要項「10．(3) 失格事項」に定めるとおりとする。 


